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一食運動を遇して寄せられた浄財は、今年も園内外の諸問題解決に向けた事業に役立てら
れた(写真は本会と SVAが協働して進める「カンボジア仏教・文化復興事業J=~SVA)

実
践
を
過
し

て
寄
せ
ら
れ

た
会
員
の
浄

財
を
活
用
し

て
い
る
。
間

違
営
委
員
会

で
は
、
昨
年

も
国
内
外
の

諸
問
題
解
決

に
向
げ
た
平
和
活
動
を
展

開
。
「
い
の
ち
の
尊
霞
官
と

い
う
観
点
か
ら
、9
分
野
の

中
で
も
特
に
「
貧
困
の
削
減
」

「
環
境
保
全
」
「
難
民
支
援
」

の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
たJ

「
貧
困
の
削
減
」
で
は
、

庭
野
平
和
財
団
に
寄
託
助
成

し
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
少
数
先
住
民
や
女
性
た
ち

を
支
援
す
る
「
南
ア
ジ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
は
じ
め
、
深

刻
な
食
糧
不
足
に
陥
る
プl

タ
ン
の
子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
W
F
P
(
国
連
世
界

食
糧
計
画
)
へ
の
助
成
、
「
ア

フ
リ
カ
ヘ
毛
布
を
お
く
る
運

動
」
で
集
め
ら
れ
た
毛
布
の

輸
送
費
な
ど
5

事
業
に
6
1

1
9

万
8
1
5
5

円
を
拠

出
。
「
環
境
保
全
」
の
分
野

で
は
、
紛
争
や
大
干
ば
つ
で

疲
弊
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
・
テ

ィ
グ
レ
州
の
開
発
を
支
援
す

る
R
E
S
T
(
テ
ィ
グ
レ
救

援
協
会
)
と
の
協
働
に
よ
る

「
エ
チ
オ
ピ
ア
植
林
事
業
」

な
ど
に
9
5
0

万
5
3
5
0

円
が
充
て
ら
れ
た
。

「
難
民
支
援
」
で
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
「
ジ
エ

「
貧
圏
の削
減
」
「
難
民
支
援
」

「
環
境
保
全
」
な
ど
9

分
野
に

「
立
正
佼
成
会
」
起
平
和
木
会
独
自
の
平
和
活
動
、
庭

基
合
γ」
の
昨
年
次
(
平
成
辺
野
平
和
財
団
に
寄
託
助
成
す

年
次
)
の
運
営
報
告
が
、
先
る
「
南
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ご
ろ
同
運
蛍
委
員
会
(
委
員
ム
」
、
国
連
機
関
やN
G
O

長
H

沼
田
雄
司
教
務
局
長
)
(
非
政
府
機
関
〉
と
の
協
力

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
「
省
国
に
よ
る
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

の
削
減
」
「
環
境
保
全
」
「
難
な
活
動
に
役
立
て
ら
れ
た
。

民
支
援
」
な
ど
9

分
野
に
拠
マ

A

出
さ
れ
た
支
援
総
額
は2

億
本
会
一
拾
平
和
基
金
は
、

3
1
4
7

万
6
4
8
3

円
。

L
-
食
を
捧
げ
る
還
扇
」
の

町一
'
L
V
一町

一
ら

一

才

一

ス
ト
の
最
下
層

一

に
置
か
れ
た
人

一

々
に
対
レ
、
縫

一

製
境
術
や
家
畜一

飼
育
の
技
能
習一

得
の
た
め
の
支

一

援
活
動
な
ど
に

一

取
り
組
ん
だ
。一

一
J

ま
た
、t

公
募

一

に
よ
る
活
動
助
成
を
年2
回

実
施
し
た
。

立
支
援
を
行
っ
た
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
一
ヲ
l

マ
を

『
疎
外
さ
れ
た
最
貧
困
に
あ
Jレえ
、ぐ

1 入
団々
体の 、

と生
共活
民茎
カ』 ‘
!と

れ
た
難
民
、
園
内
避
難
民
ら

d

に
対
し
、
精
神
的
、
経
済
的

に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
は
、
国
内
外9
カ

所
で
支
援
事
業
を
展
開
。1

月
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ
大
地

震
で
は
発
生
直
後
か
ら
被
災

者
に
シ
ェ
ル
タ1
キ
ッ
ト
や

食
料
を
配
布
し
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
や
ス
1

ダ
シ
な
ど

で
は
、
衛
生
教
育
の
普
及
、

『
人
道
緊
急
・
復
興
支
援
事

業
(
ジ
ェ
ン
〉
』

た事)、るわか円ど{云宮をで行災 4 り復「活ン A イヒさ分 o 5 め緊援スン
。業.， ~ tç 、をに染崎製はう害国 4 組麗カ動テ 0 (Q れ野 5 事示急落]'­
にな地♀昨支 3 病県つ、「な丙円み事ンやイシ露た宝可業シム扇ダと
浄ど域試年援 4 ・下た昨緊ど外がにきボ関アャ輿仏は にケ傍をン協

成勝幻 3 属議選 T議長措 3 なデ発会主旨む長 3 投信号
活 3 己実 ZJZ 努25 古t!~主号式合面装霊長品 PZ 警苧 8 重苦 233
用なジ施年'=' 5 被た 5 ハの援 tc ft 万つ;' 0:に際、 l に育方費や「国ラ
さ支ヱさ間の o 書家月イ分助旨ち 8 の文 f丁植ボ S ル破成 2 な「人でク
れ援クれにほ ö ~量畜にチ野を然 2 取化う林ラ V 文壊 C C5どゆ道支や

応の体 ー 行;いぷと~'.: 帳場中を地時ピ
事語辞:鐘襲撃:、 警義務FT b E 三

.7J' 箆回線機工; 取G'ë~ ず弊f爆テ 9 S す
レ欝灘警護 ' り Eテる U ;;t ィ 3 エ 2 ..
纏密機議議 日 組の会プυたご大グ年 7 

6勝同ー回 目ι堅ロ劫ゎ平レか J 

ら 2 桓

エ#
チ事

内オ

念
植
成
力

州
、

る
干
水

h
Mめ
や
保

グ
進
争
の

イ
で
紛
地

テ
働
が
土
一

・
協
化
た

一

ア
と
緑
し

ピ
丁
。
弊
る

オ
S

業
疲
め

一

チ
E

事
で
高
一

エ
R

林
つ
を

一

グ
百
木
生
産
に

←

て
お
ひ
、
苗
木一

は
順
調
に
育
っ
て
い
る
。

一

足
定
さ
れ
た

G
教
会
が
地
域
む

N
4
0に
資
金
助
成
を
行

一

の
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
づ
た
7
1

一

が
主

一→
i
~
，
露
号
線
号
沿
J
「A
M
P
-
A」な
ど
4
団
体

一

浄
財

線
審
議

議

守

花
寄
苦
レ
ー
被
災
者
救
援
に

一

地
域
元
暴
ぷ
滋
d
gゑ
お成
措

'
役
立
て
ら
れ
た
。W
F
P
は
一

ク
ド
」
が
ス

、
巴
，

\
r

近
隣
国
か
ら
高
カ
ロ
リ
ー
廿

一

，

『
災
害
等
見
舞
金
・
緊
急
助

一

一

会
員
に
ご

E
3

、

ス
ケ
ッ
ト
を
輸
送
し
、
被
災一

食
運
動
」J
の
意
義
や
成
果
を

ι

者
へ
の
食
糧
支
援
を
実
施
。一

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
昨
年
1

月
に
起
き
た
ハ
イ
A
M
D
A
は
現
地
の
医
療
ニ一

こ
と
な
ど
を
百
的
に
3

年
間

'チ
大
地
震
の
被
害
に
対
レ
、
ー
ズ
を
調
査
レ
、
地
震
に
よ一

に
わ
た
り
試
行
さ
れ
る
。
昨
緊
急
支
援
を
決
定
。WF
P

っ
て
負
傷
し
た
人
た
ち
の
外一

年
次
は
、
同
運
営
委
員
会
に
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人
科
治
療
を
行
っ
た
。

-


